
未来都市実現プロジェクト 
―グリーンスマートシティーを目指して

去年、このプロジェクトにおいてリーダーを務め、企画の提案、授業の運営、
成果報告会に向けた資料作成のとりまとめを行ないました、そこでプロジェクト
の進め方の難しさおよび 1 年間で何かを達成することの大切さを学びました。そ
の経験を後輩たちにアドバイスする立場を経験し、成長を見届けたいと思い、1
年間 TA という履修生から 1 歩身を引いた立場からプロジェクトに参加させてい
ただきました。履修生の担当分割がやる内容を決める前に 3 分割するという私自
身も見たことがないやり方をやっている、同計画を立てていくかをうまく考えて
いるという印象を受けました。一方で、履修生が授業や研究などで忙しくてなか
なか進捗が進んでない時もありました。しかし、その時も常にどのようにして提
案していくか、どのようにアドバイスしていけばいいのかを考えていきました。

1 年間、TA をやってきて 1 番やりがいを感じたことは履修生がモチベーショ
ンよく授業に参加する環境づくりをして履修生と一緒に楽しく授業をしていくこ
とができたことです。最後に、1 年間 TA をやらせていただいた先生方に大きな
感謝を申し上げます。

ＳＡ・ＴＡからの一言
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